
国と地方の行政改革

２０１７．０３．１１ ＠白井市
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国家予算 Ｈ２年度ｖｓＨ２９年度

• Ｈ２年度 Ｈ２９年度 伸び率
税収 58.0  57.7  99.5%
その他収入 2.6  5.4  207.7%
建設国債 5.6  6.1  108.9%
赤字国債 0.0  28.3  –
歳入合計 66.2  97.5  147.3%

その他 25.1  25.9  103.2%
地方交付税 15.3  15.6  102.0%
社会保障 11.6  32.5 280.2%
国債費 14.3  23.5 164.3%
歳出合計 66.2  97.5  147.3%
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60～14歳の一人あたり医療費の推移（単位：万円）

一人当たり医療費の伸び率



一人当たり医療費の伸び率
(Ｈ１５年－Ｈ２５年)

一人当たり医療費の伸び率

０－ ４歳 123%
５－ ９ 132%

１０－１４ 129%
７５－７９ 107%
８０－８４ 116%
８５歳以上 119%
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80～14歳の一人あたり医療費の推移（単位：万円）

一人当たり医療費の伸び率

医療費助成対象を小学校就学前までとしていた自治体の割合
中学校卒業までもしくはそれ以上の自治体の割合

９６％
０．４％

３８％
４０％

２０１４年



小児医療費助成の検討

①助成対象の年齢

②通院、入院の差

③親の所得制限

④一部負担金の有無

⑤現物給付か償還払いか

⑥学校保険との兼ね合い
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白井市小児医療助成ルール

• 対象年齢(通院) 中３まで←小６まで

• 対象年齢(調剤) 中３まで←小６まで

• 対象年齢(入院) 中３まで

• 自己負担(通院) ３００円または無料

• 自己負担(調剤) 無料

• 自己負担(入院) ３００円または無料

• 所得制限 就学前まで無、その後有

• 受給方法 現物支給
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白井市の小児医療費助成のコスト

• １９０，１４８，７０１円の助成

• １１１，１８２件

• １，７１０円／件

• ９，６２２人(１５歳未満)
• １９，７６２円／人

• １１．６件／人
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自治体 対象年齢 自己負担 所得制限(就学前)(就学後)
白井市 中学校３年生 0円又は300円 なし あり

船橋市 中学校３年生 0円又は300円 なし なし
八千代市 中学校３年生 0円又は300円 なし なし
鎌ケ谷市 中学校３年生 0円又は300円 なし なし
印西市 中学校３年生 0円又は200円 なし なし
柏市 中学校３年生 0円又は300円 なし 通院小4以上：あり

近隣自治体との比較
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年齢別一人当たり医療費



医療費の自己負担と受診抑制

• 医療費の自己負担が少ないと、患者は医療サー
ビスの価値を本来の価格より低く見積もり、より
多くの医療サービスを消費する。その傾向は、特
に医療費が無料となる場合に顕著に表れる。

• 全体として、自己負担の有無が健康状態に影響
することはない。ただし、高血圧症のコントロール
を要する場合、低所得で健康状態が悪い場合に
ついては例外である。

• 受診抑制効果は、低所得者層の小児に最も強く
表れる。
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小児医療費の助成

• コンビニ受診を招いていないか

• 小児科医に不必要な負担を強いていないか

• 難病、障碍を持つ子供への対応は十分か

• 財源は議論されているか、納得されているか
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本当は

• ごみを有料化する または
固定資産税を上げる？

• 小児医療費を無償化する または
待機児童をなくす？

• 住民税、固定資産税を下げる？
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小さな政府 ｖｓ． 大きな政府

• 税・国保保険料を安くするために公共サービ
スを減らす
子供向けの民間医療保険

• 税・国保保険料を増やしても公共サービスを
増やす
小児医療費の公的助成
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大きな政府 ｖｓ． もっと大きな政府

• 公的なサービスを削除できない？

• 減税がインセンティブにならない？

• なぜ？

• そもそも国が赤字で歳出カットが減税につな
がらない

• 健保組合、協会けんぽ、国保に分かれていて
地域の医療費の削減が反映されない
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公的な会議室は必要か？

• 例えば大人向けの水彩教室

• 公的施設の会議室なら費用が掛からない

• なぜ一部の市民の趣味に公費が使われるのか

• 文化の支援？

• カラオケルームでもできる

• 費用は受益者負担で

• 民業が活性化し、経済につながる
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公的な会議室は必要か？－２

• 例えば子供の教育支援なら？

• 勉強が遅れ気味な子供を教えるのに公費？

• 公的施設はどこまで必要か？
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スポーツ・レクリエーション施設

• 「多様化するスポーツ・レクリエーションの市
民ニーズに応えるために、他の公共施設の
利用拡大を図る等、既存の施設を有効活用
したサービス需要への対応を検討します。

• 指定管理者制度の活用をはじめ、利用団体
との連携を強化するなどして、民間活力の積
極的な活用を図り、サービス向上と維持管理
費用の低減化を図ります。」
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投票する人の年齢は？

年齢 投票総数に占める
割合

２０－２９歳 ７．５％

３０－３９ １２．５％

４０－４９ １５．６％

５０－５９ １７．２％

６０－６９ ２２．０％

７０－７９ １７．０％

８０歳以上 ８．２％

１００％
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自分で踊らないなら

• 「選びたくない人に×をつけたい」は民主主義
ではない。

• 自分で踊らないのに踊っている人を批判する
ことは許されない。

• 踊っている人の中で一番の踊り手を選ぶ。

• どうしても選べなければ、自分が手を挙げる。
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選挙だけでは

• 選挙で候補者を応援する

• 政治資金を提供する

• 問題を提起する

• 政策立案を助ける

• 議員立法を助けるために働きかける

• 一から十まで意見は一致しない。

• その人を信頼できるか？
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